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あ
る
「
一
合
給
ー
や
の
あ
る
者
が
、

、
必
の
条
也
け
の
も
と
に
新
し
い
μ
レ
事
~
就
く
こ
と
を
仏
叫
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キ
伊
古
川
に
給
付
制
民

の
精
一
械
や
行
、
)
こ
こ
や
い
世
一
で
ー
し
て
い
る

こ
れ
ら
の
修
H
は
、

求
ム
ム
品
化
体
障
法
制
定
の
際
に
連
，
光
州
共
管
、
J

ス
ナ
ム
の
勾
所
い
ど
し
て
あ
げ
ら
れ
ご
い
た
州
司
移
勤
労
俄
事
へ
の

対
応
の
FA
備
を
山
~
加
し
え
点
、

お
よ
び
時
代
の
よ
文
化
に
よ
り
拡
大
】
た
州
問
符
勤
へ
の
要
訪
の
妨
げ
を
排
除
し
た
庁
に

E
誌
を
そ
十
す
る

服
装
訓
練
受
講
者
つ
一
元
給
治
以
内
町
川
yz一
円
規
定

労
働
お
に
よ
る
ん
叶
沢
ご
は

域
業
訓
練
を
一
三
詳
し
ぐ
れ
る
た
業
者
に
刈

L
て
失
業
給
付
を
行
う
こ
と
は

川
該
川
ト
八
業
者
の
現
時
凸
d

で
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の
再
就
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の
ぬ
叫
ん
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失
わ
せ
る
に
も
h
v
e

か
わ
ら
ず
基
令
の
日
前
科
使
用
防
止
国
/
〈
刊
に
反
し
な
い
μ
さ
れ
て
き
た
職
業
訓
練
め
一
コ
ト
一
昨
は
、

パ
ペ
業
者
の
L

ン
プ
口
J

ア
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リ
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一
ノ
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」
同
め
る
の
み
な
ら
す
、
労
働
の
能
刀
ふ
一
示
、
す
の
仁
誌
述
な
も
の
て
に
お
ソ
仏
、
と
い
う
山
内
出
付
打
が

し
か
し
、
す
べ
て
の
什
ウ
二
の
よ

う
た
わ
け
で
い
な
く

部
の
什
は
械
菜
引
川
線
戸
党
議
中
の
失
業
右
に
失

な
さ

業
給
付
を
支
払
わ
な
、
二
工
工
一
二
¥
い
た
た
め
、
再
邦
弘
の
九
じ
り
七
修
ド
に
よ
っ
て
、
川
の
際
関
が
ぷ
め
九
収
業
訓
練
士
ヨ
け
る

求
職
以
R
f
一
令
市
川
根
付
の
支
払
ふ
恒
ふ
わ
さ
れ
な
い
こ
と
ふ
什
叫
が
弘
正
、
な
け
れ
ゴ
な
ら
な
い
-

k

と
と
な

:ιfu

許
取
・
山
ソ
げ
の
み
一
今
到
司
y

J

〉
た
i

J
U
ト
ム

l
一

コ
タ
州
の
d
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…
め
る
尖
業
似
体
険
法
の
妊
娠
・
山
川
車
に
閉
す
る
規
疋
の
効
刀
が
室
邦
「
収
品
裁
に
お
い
て
争
わ
れ

ー
し
戸
〕
f
i
l
-

-

i

イ

J

ぷ「一一寸山

州
訟
は
主
位
が
山
山
μ

す
る
だ
一
役

人
組
刊
に
つ
き
一
日
に
労
働
の
能
力
を
史
夫
て
い
る
と
し
て
尖
菜
給
吋
の
給
日
斗
叶
川
町
が
な
さ
れ
い

る
と
だ
わ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
制
定
に
上
り
失
業
F

村
山
の
給
ノ
ム
i

制
円
以
を
受
け
た
女
油
火
業
何
が
わ
衆
判
定
法
修
正
J

市

川
仏
木
津
一
反
を

指
ム
似
し
、
規
定
の
加
出
品
川
を
よ
は
し
た
。
庫
戸
市
最
高
訟
は
、
円
貯
一
続
中
山
川
女
叶
に
一
日
悼
の
期
間
給
付
制
似
を
課
す
こ
と
は
、
い
柏
山
地
相
と
京
佐
片

治
に
つ
い
て
の
は
己
決
子
乞
以
~
殺
す
る
7

3

1

・
y
u
七
ス
ん
長
期
ー
の
趣
析
に
以
一
ヲ
る
も
の
で
あ
る
と

L
て、

よ
り
か
併
以
E
J
体
此
に
失
業
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さ
の
労
働
の
4
t
h
り
や
判
断

L
な
け
れ
ば
な
ム
士
}
己
F
述
べ
、

過
剰
に
長
い
則
一
向
労
働
の
山
時
仁
川
が
主
い

y

み
な
し

t
ド
る
ユ
タ
川
川
法
的
規

{
七
を
遠
山

γ
一
判
断

L
た
〉
こ
れ
い
引
い
、

一
ん
仁
子
ヰ
に
連
η

セ
A
M
r

日
は
、
紅
拍
・
出
J

け

の

み

を
h
m
t

ヨ
と
し
こ
パ
ー
一
世
…
rh
仇
札
付
の
ふ
人
払
い

ゴ
問

や
戸
川
~
訂
さ
れ
な
い
こ
い
へ
州
法
門
机
J

子
ア
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
F

~

〆
と

"川

心
人
ヱ
な
を
給
'
川
市
剥
ιι?
の
叫
が
一

九
七
一
い
一
年
惚
立
に
お
い
て
一
す
べ
て
の
申
請
省
が

ノ作〕/山川の

ι事
に
材
対
運
し
た
非
行
に
よ
ハ
解
雇
去
れ
れ
J

と
き

補
償
巾
請
に

問
問
、
わ
る
不
正
を
行

J
に
l
L

去
、
」
T
o
h
J

一
は
骨
折
対
象
に
な
L
収
人
を
行
た
と
き
を
山
川
町
川
急
、
社
口
円
{
九
蓋
礎
賃
金
(
司
自
刊
。
口
市
長
三

ーノ

Z
f
j
J

U
R
N
-

。
よ

の
{
一
主
主
な
剥
年
が
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
!
と

l
亡
、
火
業
補
償
の
l
J
7
む
を
作

U
5
れ
な
i

ぜ
ご
と
c

し
仁
い
う
川
則
定
が
わ
か

た

両
党
的
に
JW

ホ
聴
し
た
ー
だ
業
者
ゎ
述
峨
将
介
在
杓
汗
し
た
失
業
苦
が
、

今
コ
化
斗
↓
n

こ
の
以
こ
~
は
、

ツての

一
切
の
給
付
を
J

マんけ、
y

れ
な
い
L
P

ぃ
、
つ
過
度
な
給
付
制
限
ふ
れ
司
制
す
る

f
め
仁
?
一
疋
め
ら

算
定
基
慌
賃
金
と
は
、
算
J

疋
恭
礎
期
間

い山
W
J
-
F
司
令
川
仰
を

ν
ぃ
、
受
給
権
刊
当
ゎ
給
付
加
問
円
多
JA
ふ
伏
(
心
す
る

f
め
に
可
v

ら
取
る
も
の
ご
あ
る
こ
の
郊
ヘ
刀
に
つ
い
と
は
さ

ほ
と
問
一
誌
と
な
る
こ
こ
は
な
か
ぺ
た
が

ポ
ス
衿
枠
の
況
た
に
つ
い
て
は

カ
七
円
年
市
時
又
一
給
権
を
完
ハ
ム
に
刻
印
し
て
1

工
ま
う
ど

L

た
州
法
が
い
え
っ
か
あ
リ

「

Jι
全
な

と
い
う
丈

u
が
一
示
す
と
お
り

~」レ一、、
J
l小

「

/

一

J

1

l

限
』
J

ど
会
伎
な
く
さ
れ
た
も
っ
と
も

分
、
さ
い
う
わ
ず
か
な
受
給
権
の
内
残

U
L
ぞ
れ
以
外
を
剥
九
年
レ
し
】
ま
ろ
こ
と
も
可
能
て
あ
り
、
事
実
そ
の
よ
う
に
に
一
州
も
あ
勺

ま
た
、
「
智
正
基
礎
賃
金
の
取
れ
し
お
土

れ
た
:
と
を
珂
山
間
と
一
し
た
場
介
に
支
払
が
+
A
s
は
さ
れ
て
は

グ〉

な
り
&
い
と
い
う
こ
と
な
の
ず
、
支
払
の
廷
は
や
法
山
、
と
し
て
よ
文
払
を
刈
否
づ
る
こ
L

k

(

給
付
税
引
出
)
は
計
さ
れ
て
い
る
巳
仏
果
現
在

む
も
、

は
ぼ
す
べ
て
の
川
氏
d
H発
的
に
離
脱
を

L
七
申
請
者
に
対

L
内
抗
聡
ま
で
の
期
間
中
給
付
u
m
v

位
け
す
る
悶
」
で
を
お
い
て
い
ゐ
た

的
、
会
給
年
版
巾
h
t

何
就
職
非
山
け
九
元
恥
離
戦
争
す
る
と
い
う
七
清
が
な
い
以
り
…
、

尖
百
批
に
J

い一
ZFL利
払
慣
や
刈
判
七
ム
十
さ
れ
た
に
乎
し
い
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う
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則
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も
こ
で
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什
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・
所
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と
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な
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仁
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形
成
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み
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い
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に
よ
る
州
止
八
伴
氏
保
険
判
官
ん
へ
の
介
人
も
河

日件い

特
定
の
州
の
使
川
者
拠
山
は
持
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て
の
州
じ
い
加
す
る
と
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う
町
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会
右
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内
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の
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の
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さ
れ
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台
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介
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の
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央
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特
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さ
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わ
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さ
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仁
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司
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や
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